
３ 活用のメリット

２ データを共有するパターン

１ 生体モニタリングシステムとは

生体モニタリングシステムの概要及び活用について

在宅療養をしている方の各種バイタルデータを取得、保存、共有等を
行うシステム。
測定した情報は、測定器(※1)からBluetooth®等を介してタブレットな

どに自動的に送信・共有されるものが多い。

・得られた情報から
利用者の状態予測が
可能となり、早めに
対応することで緊急
の訪問回数減った。

・多職種間で情報を共
有することで切れ目
ないケアが提供でき
る。

・訪問看護師と繋がっ
ている心強さで在宅
介護を継続する自信
がついた。

・毎日測定することで、
自分の疾患への理解
度が深まり、自己管
理意識が向上した。

訪問看護事業所や
提携医療機関の

パソコン

看護師の
タブレット端末

利用者宅で
バイタルデータ

の測定

バイタルの情報によ
り数値変動の傾向を
知り、変動前にケア

が可能に

データ共有のイメージ

（利用者宅に生体モニタリングシステムを設置した場合）

Bluetooth®等でデータ送信

スムーズな情報共有

モデル事業で生体モニタリン
グシステムを活用した感想

※1
測定器は血圧計、体温計、パルスオキシメーター、グルコース測定器、心電計等、各社に
よって対応可能な機器は異なる。また専用の測定器を要する場合とBluetooth®やNFCに対応
している商品であれば汎用的に対応可能な場合もある。

①タブレット端末で共有するパターン
タブレット端末に各社の専用のアプリケーションをダウンロードし、
測定したデータをBluetooth®接続等でタブレット端末に送信・共有

②バイタル通信専用端末を使用して共有するパターン
測定したデータを、設置したバイタル通信専用端末に送信・共有(※2)

※2
商品によってはタブレット端末での共有のみで、バイタル通信専用端末は無い場合もある。
また、測定機能とデータ蓄積・通信機能が一体になっている場合もある。

①利用者に毎日測定してもらう場合（イメージ図参照）

利用者のバイタルデータを、訪問日以外も確認可能となり、切れ目の
ない迅速な情報からのアセスメントや、利用者の現在の状態にあった
ケアの提供が可能となる。
また、利用者や家族が遠隔で訪問看護師が「見てくれている」こと
を実感し、安心感を得ることが出来る。

②訪問時に看護師がタブレットや測定器を携行する等
測定したバイタルデータは自動的にタブレット端末などに送信され
るため、バイタル記録などの時間を大幅に短縮することができる。
また、データを多職種間でスムーズに共有することも可能となる。


